
2022年11月24日（木）  晴  第16回例会
第2029回例会 本日は卓話に呼んで頂き有難うございました。財団の卓話ですが

よろしくお願いします。
本日は地区資金推進副委員長の近藤様をお迎えし、卓話をお願い
しております。よろしくお願いします。
日本代表やりました！！近藤さんの卓話楽しみです。
近藤さん、昨晩のサッカー日本代表のような痛快な卓話を
楽しみにしております。
近藤さん卓話がんばってください。

・

・

・
・
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櫛田　篤弘さん　鈴木　　実さん　本多　誠之さん

千秋　季賴さん　　宮﨑　信次さん
　鈴木　雅登さん　　森　　恒夫さん

鈴木　淑久さん

11/24(木)
　13：40～指名委員会　ANAグランコート名古屋5F「ローズルーム」
　18：00～指名委員会懇親会　蓬莱軒「神宮店」
12/1（木）
　12：30～例会　神宮会館　地久(ちきゅう)万歳(まんざい)
　13：40～第6回理事会  延喜(えんぎ)
12/8(木)
　18：00～クリスマス家族会 
　　　　　　　　名古屋観光ホテル3Ｆ「那古の間　西」
　　　例年と同じく半田RCと隣同士で行いますのでお間違い
　　　ないようにお願いします。

・

・

・

幹事報告 湯澤勇生幹事
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会長のテーマ
「かけがえのない時間を取り戻そう！」
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～R財団月間～
クラブテーマ：「熱田の杜・友愛・気品」

司　　会
斉　　唱
ビ ジ タ ー

櫛田篤弘 会場委員
「四つのテスト」「日も風も星も」
東京中央ロータリークラブ 川口 正廣さん
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湯澤　勇生さん
萩原　孝則さん

　皆さん、こんにちは。本日は、
ロータリー財団の月間ということ
で卓話にお呼びいただきありが
とうございました。地区資金推進
副委員長の近藤茂弘です。ロー
タリー財団の理解を深めて頂け
るようお話ししたいと思います。
　まずロータリー財団がどう生まれたか、簡単に説明させていただき
ます。1917年6月18日、ヨーロッパで戦火が荒れ狂うころ、米国ジョ
ージア州アトランタで開かれた第8回ロータリー年次大会で、当時の
会長アーチ・クランフは「世界で良いことをするための基金を作るのが、
極めて適切であると思われる」と、自身の構想を発表しました。その
1ヶ月後に寄せられた、26ドル50セントの寄付で始まった基金はロー
タリー財団の発祥です。1928年、「ロータリー財団」と改称され、今日
に続いています。
　国際ロータリーが人間の「カラダ」としたら、ロータリー財団は「血
液」です。「血液」が無ければ、「カラダ」は動きません。今日はロータリ
ー財団をご理解いただくため、３つのお願いをまとめてきました。
１，寄付　２，補助金活用　３，ロータリーカード入会のお願いです。
　まず、寄付のお願いからお話しさせていただきます。国際ロータリー
の運営は皆様の会費から行われていて、ロータリー財団は皆様からの
寄付で賄われています。財団の資金はどのように使われているかをざっ

卓　話 地区資金推進副委員長　近藤茂弘さん

会長挨拶
　みなさん、こんにちは。昨日はワールドカップ
で日本がドイツに見事勝利しました。興奮冷め
やらぬ方も多いのではないでしょうか。サッカー
は競争ですが、人類の歴史も争いや戦争が無く
なったことはありません。 
　佐賀県にある弥生時代の吉野ヶ里（よしのが
り）遺跡から出土したお墓を分析したグループ
が、その調査の報告をしています。 集落の人口
が増えて人口密度がある一定以上に高まった時代の墓からは、頭
蓋骨などに傷が残る人骨、すなわち争い事が原因で、亡くなったで
あろうと思われる人骨が増えていることがわかりました。人口密度
が高まり、人と人が接触する頻度が増えると様々な争いにまで発展
するようです。人口密度が増えるとお互いにストレスが高まり、争い
の原因を生み出してしまうということです。 人と人はある一定の距
離を取って生活をすることが大事なのかもしれません。  
　日本では高齢化と著しい少子化に伴い人口がどんどん減少して
いますが、地球上ではまだまだ人口が増加しています。産業革命を
経て1900年以降のロータリーの誕生したころから比べて、約120
年の間に世界人口はその頃の約4倍に増えています。地球の大きさ
は変わりませんから、人口密度も4倍になっているはずです。古代時
代の研究の結果が正しければ、争いごとがなくなるとは考えられま
せん。最近では世界で有事が心配されている地域がいくつもあるよ
うです。 みなさんは仲良くしましょう。今日はよろしくお願いします。

出席率 65％
会員69名　出席39名  （出席計算人数53名）
出席報告 今川知也 出席委員

ニコボックス 今川知也 ニコボックス委員

東京中央RC 川口　正廣さん
北岡会員にご紹介いただき本日初めて伺います。
よろしくお願い致します。
先日、瑞穂RCより過分なお祝いをいただきました。
本当にありがとうございます。
長女、彗美の結婚披露宴が祝福されて結ばれた事とサッカー日本代表
がドイツに勝った事で嬉しいです。
妻の誕生日にきれいなお花をありがとうございました。
先日は妻の誕生日にお花を頂き ありがとうございました。

先日は内田さん始め、多くの皆さんにお世話になりました。
とても楽しい時間でした。感謝して。

・

・

・

・
・

・

梅村昌孝会長

松波　恒彦さん

長瀬憲八郎さん
渡邉　将之さん

杉山　裕一さん

関谷　俊征さん

近藤　茂弘さん

11月お誕生日おめでとう



例会のご案内
■今週卓話

くり説明させていただきます。よく財団の資金はどんな風になっている
か疑問に持たれているかと思います。皆様からの寄付のなんと９２% 
がプログラム補助金と、プログラム運営費で使われています。つまり皆
様から頂いた寄付は、なるべく地域や世界でいい奉仕活動をして頂く
ための原資になっていることを、ご理解いただきたいと思います。世界
の奉仕団体を、調査している組織チャリティーナビゲーターで、ロータ
リー財団は、14年以上、最高位の4つ星を獲得しています。
　年次基金、ロータリー災害救援基金、ポリオプラス、恒久基金、その
他の基金と分けられ、2022-23年度の地区としての財団寄付目標は、
年次基金は、おひとり$150以上、ポリオプラスは、おひとり$30以上
です。恒久基金はベネファクター１名または1,000ドル以上です。 「大
口寄付」とは、一括10,000ドル以上を寄付される方です。寄付分類は
問いません。 「ポール・ハリス・ソサエティ」とは、毎年1,000ドル以上
を、年次基金またはポリオプラス基金に寄付することを約束された方
を認証するためのプログラムです。 瑞穂ロータリークラブからの寄付
の金額は、地区の目標額を２つともクリアしています。多大なるご寄付
をありがとうございました。
　ポリオ根絶は、ロータリーの最優先項目。世界の子どもたちへのロ
ータリーの約束とした大切な事業です。 特に感染しやすいのは5歳未
満の子どもです。ポリオの症例ですが、2019年は176名。2020年は
140名。2021年は6名。2022年は少し増えて27名です。ニュースで
ご覧になられた方もいらっしゃると思いますが、6月に、ロンドンの下
水からポリオウイルスが検出され、ロンドンに居住する1歳から9歳ま
でのすべての小児を対象に、ポリオワクチンの緊急追加接種を実施す
ることが発表されました。また、残念なことにニューヨークでも下水か
らポリオウイルスが検出され、7月には、アメリカでは約10年ぶりにポ
リオの感染者1名が確認されました。コロナの蔓延によるポリオの接
種を怠った影響が出ているようです。とにかく、世界にひとりでも発症
者がいたら、毎年4億人の新生児にワクチンを打ち続けなければなり
ません。
　去年日本で生まれた子供は約81万人、1人約2万円かかりますか
ら、約160億円の公費は使われています。地球の裏側でもポリオ発症
１件の症例があればすべて先進国でもこのような生まれてくる子供に
ワクチンが摂取されます。そのために根絶することを目標に戦っていか
なければなりません。10月24日は世界ポリオデーです。世界でポリオ
に向けての活動が行われます。当地区においても、10月25日には南山
カントリーでロータリー財団委員会主催の「ポリオ根絶チャリティー
ゴルフコンペ」を開催しました。参加された方ありがとうございました。
当日、CBCのお昼のニュースで取り上げられました。 集まった寄付金
（合計353,000円）は、ポリオプラス基金に寄付します。
　また、当地区のポリオウイルス根絶のイベントと致しましては、WFF
がございます。昨年度は、2日目が終日雨だったことと、ウクライナ支援
のための寄付金を募ったことから、ポリオへの寄付は約68万円でした。
2023年4月15日16日に久屋大通公園で行われます。日程を空けて
頂き、ご協力をいただきたいと思います。WFFで集めたお金で、ポリオ
ワクチン保冷庫付き移動図書館を寄付しています。2760地区の誇る
べく活動でございます。
　続きまして補助金についてですが、地区補助金とグローバル補助金
の２種類がございます。昨年は、瑞陵高校にテレビモニターとパソコン、
プリンターを贈って頂きありがとうございました。コロナの影響でいろ
いろとご苦労があると思います。こういうコロナ禍だからこそ、ロータリ
ーの公使力を発揮して頂きまして、素晴らしい地域に根差した、地区
の補助金事業を完成して頂きますように、重ねてお願い申し上げます。
　続いてシェアシステムについてです。どのような財源かと説明させて
いただきます。ロータリー財団は、３年間の資金サイクルを用いて、３
年前に皆様に拠出して頂きました寄付金が、地域に根差した世界で
使われる補助金へ生まれ変わるような、システムが取り入れられてい
ます。皆様から頂いた、３年前の年次基金の寄付は運用いたしまして、
財団の運営に使われます。そして元金は地区財団活動資金に50％、
国際財団活動資金に50％と生まれ変わります。そして地区財団活動
資金のさらに半分が地区補助金、半分がグローバル補助金の財源に
なります。そして、今年度は3年前の年次基金寄付に元金に、恒久基金
の利息を追加して約80万ドルです。そのうちの40万ドルが地区財団
補助金、その半分が地区補助金の財源、その半分がグローバル補助

金の財源になっています。
　地区補助金についてお話させて頂きます。今年度からルールを訂正
しまして、地区補助金の申請可能額を設定させていただきました。
「比較的小規模で短期間のプロジェクトを支援」、「地元や海外で今す
ぐ必要とされる支援に取り組む」こちらは先程のシェアシステムを見
ればわかりますが、３年前に拠出して頂いた半分の半分つまり25％が
地区補助金の財源になります。ということで、３年前に拠出して頂いた
年次基金の総額の25%をクラブの申請可能額とさせていただきまし
た。地区内84クラブ、すべての皆様方に地区補助金を活用して、素晴
らしい事案を試案していただきたい。という願いから、より公正をもっ
て、より明確に皆様に地区補助金をお使い頂きたいという思いで設け
たルールでございますので、どうぞご理解をしていただけたらと思いま
す。瑞穂ロータリークラブの申請額は、3,644ドルです。お早目に
2023-24年度の事業立案に取りかかってください。 
　これまでとルールを変更し、クラブの拠出金はマストではなくなりま
す。申請可能額のみでの事業が可能です。ですから、次年度3,644ドル、
1ドル140円としますと、約50万円だけだけを申請して頂いても結構
です。さらにもっと大きな事業をなさりたい場合は、クラブ拠出金を上
乗せしてください。
　続きましてグローバル補助金事業は、「持続性をいかに担保するか」
ということが重要なポイントですが、今年度から、当地区のDDF配分
ルールが変わりました。 変更前は、クラブは1円も出さずに申請するこ
とできましたが、今年度からは、クラブ拠出金が必要です。そのため、
理事会にはかる必要が出てきます。クラブの拠出の合意を得て、グロ
ーバル補助金を行って頂きたいというものです。現金のクラブの拠出
がないと、どうしても担当の方だけがかかわっていることが起きてしま
います。そうではなく、クラブ全体として地区もバックアップする形でグ
ローバル補助金を行って頂きたいと思います。
　例えば、クラブが3,000ドルを拠出して頂きますとその8倍までが地
区財団活動資金から上乗せされます。こちらは上限が40,000ドルと
なりますので、ご注意ください。そしてDDFの80%が、WF（国際財団
活動資金）から補填されます。つまり、クラブで3,000ドルご用意いた
だければ、46,200ドルとなり、1ドル140円ですと約650万円の大き
な事業が行えます。
　最後のお願いです。ロータリーのクレジットカードはお持ちでしょう
か。ロータリアンとして必ず１枚ずつ持っていただけたらと思います。
ロータリーの関係で食事に行かれたり、ゴルフに行かれたりするとき
だけで結構ですので、是非ロータリーカードを使って頂きたいと思い
ます。いずれもカードの種類に応じて、利用額の0.3％または0.5％等
が自動的にポリオ根絶の支援金となります。 
　例えばゴールドカードで10,000円の年会費を払って頂きますと、
3,000円が自動的にポリオ支援になります。2760地区は、1億7000
万円の利用がありました。約50万円がポリオ根絶支援資金に回りま
した。いろいろ大いに楽しんでいただいてカードを支払う時に、ロータ
リアンなんだと誇りに感じることができると思いますので、必ずロータ
リーカードを持ってください。
　本日はご清聴いただき誠に有難うございました。

12月15日（木） 第3回CF （年次総会）■次 々 週
時　間：12：30～13：30
場　所：ヒルトン名古屋4F「竹の間」

12月1日（木）
テ　ー　マ：イニシエーションスピーチ
会 員 卓 話：山﨑真一郎
時　間：12：30～13：30
場　所：神宮会館「地久万歳の間」

12月8日（木） クリスマス例会■次 　 週
時　間：18：00～20：00
場　所：名古屋観光ホテル3F「那古の間　西」


